
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

4

・安全面での改善は何よりも優先して役
所の担当が調査して早く解決できるよう
願う。
・方向性取り組みと取り組み内容全て良
いと感じる。
・今後の改善策は現場の問題点である
ため、予算等を含め優先順位を決めて
進めていくことを望んでいる。

・地域とのかかわりは大切だと思う。今
後もボランティア活動などし、地域の
方々と一緒に子育てをしていけるとよい
と思う。
・大変良い取り組みをしていると思う。以
前からもボランティアに参加する生徒が
多く、感心している。日頃からの取り組み
の積み重ねが、生まれ育った地域愛を
養うことにつながると思う。
・ボランティア活動に積極的に取り組む
姿勢、生徒が地域で活躍する姿は大変
頼もしく喜ばしいと思う。
・地域に住んでいるものとして協力できる
ことがあれば参加していきたいと思う。
・地域でのボランティア活動に大いに期
待とお願いをしたいと考えている。
・方向性取り組み、取り組み内容は全て
良いと思う。
・今後の改善策で地域参加の機会は良
いことだと感じる。
・学びの場は学校だけでなく地域と共同
で行うことだと思うので町会にもっと声を
かけて欲しい。
・SNS、家庭での生活習慣は一番気を使
うものなので慎重に対応して欲しい。

・教育現場では一番肝となる部分であ
る。
・全て良い取り組みと理解している。
・民間企業、社会等でも縦割り業務があ
り疎外要素と感じる。
・最も大変なテーマと感じているので今
後とも続けていって欲しい。

4

・今は、不登校の子供のサポートが充実
していることに感謝したいと思う。
・不登校の子供たちはいじめだけではな
く、居場所が必要で話を聞いてくれる人
が大事だと思う。
・近頃では生徒に対して学校全体が配
慮する方向に傾いていると感じます。特
に困難のある生徒の行き場づくりは大切
で一人でも多く学校が救いの場になるよ
う願っている。
・方向性取り組みと取り組み内容すべて
良いと感じる。
・子供たちが大人へと成長する過程で感
受性が生まれる時期でもあるので親身
な対応を続けていって欲しい。
・自己表現が難しい子供たちを全て真摯
に向き合って受け止めてあげて欲しい。

4

（これまでの取り組み）
・学校公開週間など、地域
の方や保護者に学校の取
組の様子を見てもらえるよう
な機会を設けている。
・地域の防災活動、お祭り
に学校として参加したり、
ガーデンパーティに参加す
ることと運営を手助けしたり
することなどを通して地域社
会とともにこどもの育成に取
り組んでいる。
（今後の改善策）
・行事や面接練習など、地
域の方が参加される機会も
以前より増えている。授業
参観を多くしたり、作品展示
をして保護者や地域の方に
みていただくことで、生徒の
成果や、状況を把握しても
らうことは、良い機会なの
で、継続をしていくことは大
切である。
・SNSや生活習慣について
家庭ともう少し連携していく
必要がある。
・地域への協力依頼を学年
単位で総合の内容に絡めて
企画できると考える。

（これまでの取り組み）
・子ども家庭支援センターや
児童相談所との連携もス
ムーズである。
・生徒の安全のため、総合
の授業などにおいて災害時
の行動を指導したり、避難
訓練を定期的に実施したり
している。
・1年時のソーシャルスキル
トレーニングや生活安全に
関する授業を行い安全・安
心な学校になるよう取り組
んでいる。
（今後の改善策）
・教室だけでなく、体育館や
集会室など、ICT環境は比
較的整備されている。ただ
し、不具合などがあることも
事実であり、支援員が在校
する日程が増えて欲しい。
・安全面では、学校の構造
上仕方ない部分はあるが、
廊下に窓のない教室などは
空気の流れが悪い、新しい
トイレ以外は、設備上安全と
は言えない部分があるので
改善が必要である。

（これまでの取り組み）
・担任任せにすることなく、
授業の進め方、教室の雰囲
気、日々の生活が違うと思
います。スクールカウンセ
ラー、サポートルーム、巡回
心理士と連携し、困難のあ
る生徒に対して情報共有
し、解決策を検討している。
・特別支援学級があることも
あり、日常的に個別の支援
について話し合いが行われ
ている。
・教育相談やアンケートなど
を通じて生徒の困り感に気
付くことができるようにして
いる。また必要に応じてス
クールカウンセラーやサ
ポートルームに繋げられる
ように連携している。
・校内支援のシステムの構
築。習熟度、オンライン、別
室対応、休み時間や放課後
を使って補習や個別への指
導など、多岐にわたって行
われていると思う。ただし、
そこに割く時間的、心理的
ゆとりが教員側にないこと
が課題である。
・校内の学習環境を整備

Ｄ
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学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。
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Ａ 7

④生徒に地域行事の参加を呼びかけた
り、地域のボランティア活動に協力して、生
徒が地域において社会奉仕の精神を養う
活動を実施している。

Ｂ

Ｄ

（これまでの取り組み）
・校内研修など他教員の授
業を参観し、自らの授業を
ブラッシュアップする機会を
設けている。
・校内研究を年数回行い、
それぞれが研鑽し、若手教
員は学年で育てていく風土
がある
・適材適所の配置を行い、
困ったときには学年の枠を
飛び越えて声を掛け合って
運営している。
・校内研修で授業力の向上
に努めている。今年度から、
対話的学びの大学の研究
者を招き、校内研修を行っ
ている。
（今後の改善策）
・組織的な運営の面で、各
学年経営の違いを縮めるこ
とに課題がある。実践内容
の共有や情報交換は行わ
れているものの、表層的な
ものの共有になっている。
学年間の違いを良さと捉え
るか、溝と捉えるか、学校と
しての共通のものがもう少し
あると良い。
・次年度も研修を継続する

「私は何事にも目標
をもって積極的に取
り組んでいる」とアン
ケートに答えた生徒
の割合

「授業の内容はよく
理解できる」とアン
ケートに答えた生徒
の割合

２：
50％
以上

１：
50％
未満

「先生は困ったり悩
んだりしたときに、親
身になって相談に
のってくれると思
う。」とアンケートに
答えた生徒の割合

４：
80％
以上

「私は誰に対しても
思いやりのある言動
をしている」とアン
ケートに答えた生徒
の割合

１：
50％
未満
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態度
を育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

・京都奈良も良いと思うが、同じ六郷の
地方農村に修学旅行体験し、SDGｓを勉
強するのも良いと思う。
・先生方の取り組みに頭が下がる思いで
ある。今後とも地域に対してもこの努力
が生かされるようお願いする。
・校長をはじめ教員の皆様の生徒への
愛情ある教育に対し深く敬意を評す。
・取り組みに対しての改善策が退避され
ていないと感じたが、お知らせや広報誌
を見れば良いことをしているので評価は
高い。
・防災拠点訓練を含め地域とのつながり
をもっていただきたい。
・地域人材をゲストティーチャーに参加し
てもらう取り組みなどが必要だと考える。

・伝統文化をつないでいくのはとても大
切なことだと思う。
・災害時の問題は地域にとって大きな課
題である。生徒の関心が高まる取り組み
を地域としても協力していきたいと思う。
・方向性、取り組み内容は大変良い。取
り組み事項も良い。町会としても協力さ
せていただく。

・方向性取り組み内容そして取り組み事
項は大変良いと感じた。
・あ・じ・みの実践も丁寧に続けて欲し
い。
・義務教育の最後と考えず高校、大学、
専門学校、就職へとつなげられる子供た
ちの可能性を引き出していって欲しい。

「自分の学力は向上
していると思う」とア
ンケートに答えた生
徒の割合

４：
80％
以上

３：
65％
以上

２：
50％
以上

１：
50％
未満

４：
80％
以上

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

（これまでの取り組み）
・修学旅行を通してSDGSの
調べ学習をしたり、進路に
関して自分を知ることから始
め、自己実現に向けた活動
を行なってきた。
・各教科に時事問題を取り
入れ、タブレット端末を用い
た協働学習を多く取り入れ
ている。
・主に学活や総合的な学習
の時間を通して、ある課題
についてまずは個別で考え
させ、その後みんなでグ
ループワークさせたりする
経験を積ませて課題解決
力、情報活用能力を育成し
ています。
・総合等の授業において、
課題に対してグループで取
り組み、ICT機器を活用して
情報を収集したり整理したり
しながらまとめ、表現する取
り組みを行っている。
（今後の改善策）
・防災拠点訓練などを通し
て、中学生でも出来ること、
予想される困難に対して何
ができるかを考えられる生
徒に支援を行う。
・課題を課題として捉える力
に乏しく、主体的に考えるま
でがとても困難であるので、
思考や意欲につなげるため
の知識の定着に時間をかけ
（これまでの取り組み）
・移動教室などの行事を通
して文化や伝統について学
んでいる。
・英語の学習にゲームや歌
を多く取り入れて、楽しみな
がら英語に触れる機会を
作っている。
・百人一首大会を実施した
り、道徳でおせち料理を取り
上げたりして、日本の伝統と
それを受け継ぐことについ
て考えさせている。
・コミュニケーション能力を
高めるために、会話練習の
場面設定をしっかりと行った
り会話の中で実際に使うこ
とが多い表現を使ったやり
とりの実践をしたりと授業の
工夫をしている。
・地域と協力し、校外でのボ
ランティア活動の呼び掛け
などを定期的に行うことで、
地域社会への関心を高める
ことが少しずつできている。
・ALTの授業を活用して英語
でのコミュニケーション能力
を高めたり、道徳、音楽の
授業を通して我が国の伝統
文化に触れさせ、まずはそ
の良さについて考えさせて
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以上

１：
50％
未満

４：
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以上

（これまでの取り組み）
・特別支援教育において
は、担任会や就学相談の場
で学習面、生活面ともに丁
寧に連携を行っている。人と
の関わり方について日々の
学校生活や道徳の授業で
指導している。また様々な
計算をくり返し学習し、買い
物学習などの実践をしてい
る。
・健やかな体を育成するた
めに、生活習慣に関する指
導を保健だより等を活用し
て行なっている。
・基礎学力定着に向けて日
常的な小テストの実施など
がきちんと行われている。
・乳幼児期から中学校まで
の一貫性のある教育を推進
するために、開かれた学校
を目指し、年３回以上の学
校公開を実施したり、職場
体験・小中一貫教育の会な
どでお互いに訪問し、情報
交換を行ったりしている。
・あいさつ、時間を守る、身
だしなみの「あ・じ・み」につ
いて小学校から中学校まで
学校生活の目標として掲げ
ている。
・授業前の着席も全学年で
行えている。
（今後の改善策）
・小学校との情報交換が上
手くいっていない。一貫して
行う取り組みやフォーマット
の共有が必要である。
・小学校の教員も含めて、
義務教育のゴールを考えて
いく必要があると感じる。
・家庭学習の定着がされて
おらず、結果確かな学力に
つながっていないと感じる。

成果
評価

令和７年度　大田区立六郷中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇令和８年度１月８日現在
　・全生徒数=382名　第１学年111名　第２学年131名　第３学年127名　特別支援学級（６組）13名
＜学校教育目標＞　１．知的で感性豊かな生徒を育てる。　２．健康明朗で頑張る生徒を育てる。
＜指導の重点＞　１．学力の充実に努める真剣な授業　２．生徒の連帯を深める美しい心　３．環境を整備するきれいな学校
＜学校のスローガン＞あ・じ・み　あいさつをする・時間を守る・身だしなみを整える

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。
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学校関係者記入欄
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目標に対する成果指標

6

４：
80％
以上

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

Ｃ

2

2

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4
２：
50％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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未満
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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3

3

3

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

Ａ 5

①特別の教科道徳を中心とした各教科等
での学習などを通じて継続的に道徳教育
を実施し、豊かな情操や道徳心の育成を
図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

⑤読書学習司書の支援を基に本に親しむ
きっかけづくりを委員会活動を通じて行い、
読書活動の定着を促している。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③電子黒板やタブレット端末の入れ替えが
行われる中で、生徒が活用しやすいICT環
境を整備している。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

3

Ｂ 4

「教職員は、地域・保
護者との連携・協力
を得ながら、生徒に
教育している。」とア
ンケートで答えた保
護者・地域の方の割
合

Ｄ 0

Ｃ 0

Ｃ

「先生は、ICT機器を
活用し、黒板の書き
方をわかりやすくし
て指導している。」と
アンケートに答えた
生徒の割合

0

3

3

3

３：
65％
以上

1

Ｂ 4

4

2

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④総合的な学習の時間や特別活動などを
活用して、目標を達成、課題を克服し実行
するための見通しを適切に設定し、職場体
験や外部人材を活用したキャリア教育の
推進を図っている。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。
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